
厚生労働科学研究費補助金（厚生労働科学特別研究事業） 

分担研究報告書 

 

心理職の役割の明確化と育成に関する研究（H26-特別-指定-011） 

 

〔分担研究課題〕欧米における医療分野の心理職教育システムの調査 

 

研究分担者 下山 晴彦（東京大学大学院教育学研究科） 

研究協力者 稲田 尚子（東京大学大学院教育学研究科） 

          松丸 未来（東京都スクールカウンセラー） 

高岡 昂太（日本学術振興会／University of British Columbia） 

       

研 究 要 旨 

今日、わが国の精神保健福祉医療分野では、心理職のニーズと期待が急速に高まっており、心

理職の実態と役割の明確化およびその養成のための体制整備が緊急の課題である。本研究では、

英国、カナダ、米国の医療分野の心理職の養成カリキュラムや研修制度についてレビューし、わ

が国の心理職に相応しい教育研修システムを検討することを目的として行った。結果を以下に述

べる。①クリニカルサイコロジストの概要：英国、カナダ、米国の医療分野における心理職は、

クリニカルサイコロジストである。プログラムは、英国では専門職大学院の博士課程、カナダ、

米国では大学院博士課程であり、いずれも臨床心理学を専門とする。②クリニカルサイコロジス

トとカウンセラーの比較：クリニカルサイコロジストは、心理療法を実践するだけではなく、ア

セスメントを実施する。科学的根拠に基づいた（エビデンスベースト）理論をメンタルヘルス活

動に適応し、評価と研究を継続する科学者‐実践者であり、実証性と専門性を重視する。一方、

カウンセラーは、心理学を基礎としておらず、心理療法は実践するがアセスメントは行わず、研

究よりも実践を重視する。③クリニカルサイコロジストになるための要件：英国では、3 年間の

臨床心理学専門職大学院プログラムを修了する必要があり、厳しい入学要件がある。プログラム

には、博士号の取得、スーパーヴァイズ下の毎週 3 日間（計 300 日間）の実習、認知行動療法と

もう 1 種類、計 2 種類のアプローチの習得などが含まれる。カナダ、米国では、臨床心理学の博

士号を取得し、規定時間数の実習・インターンシップ経験（州によって異なるが平均的には 3000

時間）を積み、筆記試験（国の試験は必須、州の試験は州によって要否が分かれる）および口述

試験に合格する必要がある。このように、英国とカナダ、米国では資格試験の有無など異なる点

もあるが、科学者－実践者モデルに立脚しており、博士号を取得し、決められた濃密な実習・イ

ンターンシップ経験を積み、十分にスーパーヴァイズを受けた上で認定される点は共通している。

これらの綿密な教育研修プログラムにより、高度な臨床実践力を有し、またエビデンスベースト

アプローチを検証していくための研究能力が保障される。これら欧米の教育研修プログラムを参

考にして、我が国の医療分野における心理職にふさわしい教育研修プログラムについて慎重に検

討する必要がある。 



Ａ 研究目的 

今日、わが国の精神保健福祉医療分野では、

心理職のニーズと期待が急速に高まっている。

そのニーズに的確に応えるためには、心理職の

実態と役割を明確にし、その養成のための体制

整備が緊急の課題である。本研究では、英国、

カナダ、米国の医療分野の心理職の養成カリキ

ュラムや研修制度について情報を収集し、レビ

ューし、わが国の心理職に相応しい教育研修シ

ステムを提言することを目的とする。 

 

Ｂ 方法 

１）英国、カナダ、米国の医療分野におけるサ

イコロジストの概要および活動状況 

 英国、カナダ、米国の 3 か国に関して、医療

分野のサイコロジストの概要および活動状況に

ついて情報を収集し、レビューを行った。 

 

２）英国、カナダ、米国のクリニカルサイコロ

ジストとカウンセラーの比較 

 医療分野の心理職には、大きく分けるとクリ

ニカルサイコロジストとカウンセラーがある。

カウンセラーの概要および活動状況について情

報を収集し、レビューを行い、クリニカルサイ

コロジストとの違いについて考察する。 

 

３）英国、カナダ、米国のクリニカルサイコロ

ジストになるための要件 

 医療分野における心理職、クリニカルサイコ

ロジストになるための要件について、学部教育、

大学院プログラムと最終学位、授業時間数、実

習／インターンシップ経験、スーパーヴァイズ

経験、試験の有無、資格更新、海外で教育を受

けた場合の措置という観点で、英国、カナダ、

米国の状況を比較した。その上で、日本の医療

分野における心理職のサービスの質を高めるた

めの教育研修システムについて考察した。 

 

Ｃ．結果 

 

１）英国、カナダ、米国のサイコロジストの概

要および活動状況  

英国、カナダ、米国の医療分野の心理職には、

主にクリニカルサイコロジストとカウンセラー

がある。ここでは、クリニカルサイコロジスト

について取り上げ、英国、カナダ、米国におけ

る制度の概要と活動状況について情報収集し、

レビューを行った。以下に、その要約を述べる。 

１-１）英国 

英国のクリニカルサイコロジストは、3 年間

の専門職大学院を修了した者である。専門職大

学院は、修士課程や専門職大学院以外での博士

課程とは異なる。つまり、クリニカルサイコロ

ジストになるためには、D. Clin. Psych.あるいは、

Clin.Psy.D.か類似のタイトルが示されている教

育プログラムのみが適応される。Psy.D や Ph.D

のプログラムではなれない。 

英国の場合、クリニカルサイコロジー、つま

り臨床心理学は、 The British Psychological 

Society(BPS)によって認められている応用心理

学における 7 分野の一つである。7 分野には、

臨床心理学（クリニカルサイコロジー）、カウン

セリング心理学、教育心理学（スコットランド

は別にある）、法心理学、健康心理学、職業心理

学、スポーツ心理学が含まれる。これら 7 分野

は、2009 年 7 月 1 日より The Health and Care 

Professions Council (HCPC)によって認められ、法

的に規制された。HCPC は、16 分野（現時点で

は）における健康に関する専門家（例えば、社

会福祉士、言語療法士、芸術療法士、X 線技士

など）のための政府監視機関である。また、教

育訓練プログラムの基準と専門家としてのスキ

ルや行動に法的な基準を設けていて、全ての専

門家や教育プログラムを提供する者は順守しな

ければいけない。従って、HCPC と BPS が認め

る専門職大学院を修了した後、HCPC に登録

し、’practitioner psychologist‘あるいは、’registered 

psychologist’専門は、’clinical psychologist’という

タイトルになる。クリニカルサイコロジストは、

法律で守られている。従って、国家資格のため



の試験があり、合格した者に「資格」を発行す

るという考え方ではない。HCPC の最新の登録

者数は、11,198 人（イングランドのみ。スコッ

トランド、ウェールズ、アイルランドを含める

と 20,8591 人。2015 年 1 月時点）である。 

英国の場合、専門職大学院を修了したクリニ

カルサイコロジストは、多様な精神疾患（不安

障害、外傷後ストレス障害、うつ病、双極性障

害、統合失調症、身体表現性障害、摂食障害、

依存症、人格障害、発達障害など）、身体疾患（急

性・慢性、糖尿病、神経心理学的検査とリハビ

リテーション）、知的機能（軽度～重度の認知障

害）、多様な心理検査（インタビュー、観察、尺

度、発達検査など）、様々な年代（乳幼児／就学

前、子ども、思春期、成人、高齢者）、心理療法

の形態（個人、家族、カップル、グループ、組

織、ケアする人）、サービスの提供形態（入院、

施設、一次・二次・三次医療*など）や直接的・

間接的（スタッフやケアをする人、学校などを

通して）に対応する。心理療法に関しては、認

知行動療法は必須であり、そのほか精神力動学

的精神療法、システム・家族心理学、人間性心

理学など最低、2 つ以上のアプローチを実践で

きる。 

アセスメントをし、フォミュレーションを作

成し（臨床的理解を図式化したもの）、心理療法

をするのみならず、研究者であり、多職種協働

を実現する組織内のコンサルタントであり、訓

練や教育者、臨床リーダー、イノベーター、マ

ネージャーでもある。 

特筆すべきは、多く（2013 年 9 月の時点では、

イングランドにおいて 8,576 人）が、英国の国

民保健サービスである National Health Service 

(NHS)に常勤や非常勤の形態で勤務している。こ

れは、教育プログラムの中で NHS での有給での

実習経験が大きな柱であるためと関連する。な

おかつ、専門職大学院を受験する条件として、

NHS での就労が前提であり、英国で就労できる

必要がある。 

準 サ イ コ ロ ジ ス ト に 値 す る の は 、

「Psychological Wellbeing Practitioner (PWP)」が

ある。これは、2008 年メンタルヘルスの問題を

抱える人々の医療費削減や社会的損失削減の動

き、社会からの要請によって始まった Improving 

Access to Psychological Therapies (IAPT)によって

できた役割である。特に軽度～中程度の不安障

害とうつ病の認知行動療法を行う人たちである。

最近では、さらに幅が広がり、あらたに子ども

や若者の認知行動療法を行う PWP の役割もで

きた。PWP は、BPS が認定している修士課程を

終えた者がなれる。 

 

注 1）一次・二次・三次医療  

住民は登録し、総合診療医・かかりつけ医 general 

practitioner（GP）がいる。GP はゲートキーパー役も担

っており、救急などの場合を除いて担当 GP の許可な

く上位医療を受診することはできない。二次医療は病

院が担い、専門的医療・精神疾患ケア・救急救命など

を提供する。三次医療は大学病院等が担っている。 

 

１-２）カナダ・米国 

カナダ、米国は、各州が一つの国のような機

能を持っているため、クリニカルサイコロジス

トの認定は基本的に州毎に行われている。カナ

ダでは、登録サイコロジスト（ Registered 

Psychologist）、米国では、Certified Psychologist

（公認サイコロジスト）と呼ばれる。資格内容

は、いずれも American Psychological Association

に準じている。また、カナダでは、Canadian 

Psychological Association、および Canada Health 

Act 等に遵守している。カナダ、米国ともに、各

州で記載の仕方に差はあるが、要件に大きな差

はない。本稿では、カナダではオンタリオ州、

米国ではアリゾナ州の情報を扱った。 

カナダの登録サイコロジスト、米国の認定サ

イコロジストは、臨床心理学の Psy. D や Ph.D の

ための博士課程プログラム（修士課程含めて最

短で 4 年）を修了し、決められた時間数の実習・

インターンシップ経験を積み、筆記試験（国の

試験は必須、州の試験は州によって要否が分か



れる）、口述試験に合格した者である。カナダ、

米国では、国の試験として、いずれも The 

Examination for Professional Practice in Psychology 

(EPPP) という資格試験が利用されている。また、

準登録サイコロジストの資格もあり、カナダ（オ

ンタリオ州）における要件は、要修士号、実習

時間最低 400 時間、修士課程修了後に 1 年間

（1500 時間）のインターンシップ経験、EPPP

および口述試験に合格すること、である。米国

には、準サイコロジストの資格を認定している

州とそうでない州があり、アリゾナ州では資格

認定していない。 

オンタリオ州（人口約 1360 万人：2014 年 1

月 1 日時点）には、現在、3800 人を超える登録

サイコロジスト、準登録サイコロジストがおり、

公的な認定機関は、The College of Psychologist of 

Ontario(CPO)である。アリゾナ州（人口約 673

万人：2014 年 7 月 1 日時点）の公的な認定機関

は、Arizona Board of Psychologist Examiners であ

る。 

クリニカルサイコロジストは、特に精神疾患

や気分障害、発達障害、問題行動に関するアセ

スメント、診断、治療に精通している。クリニ

カルサイコロジストは、精神障害を治療するた

めに、薬物の使い方は習うが、薬物の処方はし

ない。クリニカルサイコロジストは、クライア

ントが抱えている問題に対する理解を支援し、

洞察を促し、問題の影響を最小限にコントロー

ルするスキルを発展させること、またその際に

多職種による連携をコーディネートすることが

役割である。また、人間の発達を理解し、研究

の視点を持ち、知能や達成度、人格、気分障害、

脳機能への影響をアセスメントするために心理

テストを実施することが役割となる。クリニカ

ルサイコロジストによるサービスへの支払いは、

自由診療、拡張型医療保険、雇用促進プログラ

ム、または行政やその他の特別なプログラムに

よってまかなわれる。 

 

２）英国、カナダ、米国のクリニカルサイコロ

ジストとカウンセラーの比較 

 医療分野の心理職には、大きく分けるとクリ

ニカルサイコロジストとカウンセラーがある。

カウンセラーの概要および活動状況について情

報を収集し、レビューを行い、クリニカルサイ

コロジストと比較した。 

２-１）英国 

英国では、セラピストやカウンセラー（言葉

の上での区別はほぼない）は、通常、British 

Association for Counselling and Psychotherapy 

(BACP)が認定している修士課程で提供してい

る教育プログラムを受け、スーパーヴァイズや

実践経験を経て、BACP が認定する資格を有す

る人たちである。セラピストやカウンセラーは

認知行動療法など訓練プログラムが提供するア

プローチを身に着けてはいるが、基本的には傾

聴に努め、クライエントの混乱を軽減し、困難

に対処したり、必要なら変化できるように援助

したりする。カウンセラーとしての仕事は非常

勤が多く、私設相談室を開設しているカウンセ

ラーもいるが、多くは教員、看護師、コンサル

タントなどの資格と併用して持っている。 

従って、英国では、クリニカルサイコロジス

トとカウンセラーは、区別がはっきりしている。

クリニカルサイコロジストは、心理療法を実践

するだけではなく、科学的根拠に基づいた（エ

ビデンスベースト）理論をメンタルヘルス活動

に適応し、評価と研究を継続する科学者‐実践

者である。つまり、実証性と専門性を重視する。

一方、カウンセラーは、トレーニングにおいて

も臨床においても、研究よりも実践を重視し、

実践では主に傾聴をする。また、教育プログラ

ムと立場が法的に守られているかいないかの違

いもある。 

 

２-２）カナダ・米国 

カナダ・米国では、カウンセラーになるため

には、指定校によるメンタルヘルスに関係する

修士以上の学位を取得し、200 時間以上の実習



（オンタリオ州は 200 時間、アリゾナ州はプレ

実習 100 時間＋実習 600 時間など、州によって

幅がある）、修士修了の 2 年間のインターンシッ

プ経験を経て、筆記試験および口述試験に合格

する必要がある。カウンセラーは、かなり広汎

なバックグラウンドを持ち、カウンセリングの

修士号（博士号を持っている者もいるが必須で

はない）。個人によって“セラピスト（心理療法

士）”、“カウンセラー”など呼び方は異なる場合

があるが、メンタルヘルスに関わるアセスメン

トや治療については訓練を受けている者と受け

ていない者がいる。 

米国では、クリニカルサイコロジストとカウ

ンセラーは、いずれもメンタルヘルスの専門家

とされる。それぞれ国家資格であり、サービス

にかかる費用は保険でカバーされる。クリニカ

ルサイコロジストになるための学位には博士号

が求められ、カウンセラーには修士号が必要で

ある。教育カリキュラムが異なり、クリニカル

サイコロジストはAPAのカリキュラムに依拠す

るが、カウンセラーは CACREP（Council for 

Accreditation of Counseling and Related 

Educational Programs）のカリキュラムに依拠す

る。クリニカルサイコロジストは研究実施や統

計解析に関する知識、経験を有し、カウンセラ

ーは研究よりもむしろ実践の方が優先される。

クリニカルサイコロジスト、カウンセラーいず

れも心理療法を行うが、クリニカルサイコロジ

ストの方がより重篤な精神疾患（双極性障害、

統合失調症など）の治療に当たることが多く、

また心理検査のトレーニングを受けている。 

以上を総合すると、クリニカルサイコロジス

トは、学部から一貫して心理学を学び、博士号

および国家資格制度を持ち、精神疾患のアセス

メント（神経心理学的検査を含む）、診断に関す

る訓練を受けている。多職種との連携をコーデ

ィネートする役割を担い、双極性障害や統合失

調症などより重篤な疾患の治療を行い、また研

究に関する知識、経験も有しているが、カウン

セラーは、通常、研究よりも実践を重視したト

レーニングを受けている。 

 

３）英国、カナダ、米国のクリニカルサイコロ

ジストになるための要件 

 英国、カナダ、米国のクリニカルサイコロジ

ストになるための要件について、表 1 にまとめ

た。また、学部教育と大学院受験、大学院プロ

グラムと最終学位、実習／インターンシップ経

験、スーパーヴァイズ経験、試験の有無、資格

更新、海外で教育を受けた場合の措置という観

点で、英国、カナダ、米国の状況を比較した。 

  

３-1）学部教育と大学院受験 

 英国、カナダ、米国でクリニカルサイコロジ

ストになるためには、学部から一貫して心理学

に関する教育を受けていることが求められる。    

英国の場合、クリニカルサイコロジストの専

門職大学院を受験する際の条件として、BPS が

認定している 458 コースの心理学部の学士を取

得している必要がある。しかも、卒業時の成績

が、2.1 以上注 1）でなくてはならない。さらには、

高校生レベルで理科の A レベル注 2）に合格して

いなければいけない。クリニカルサイコロジス

トになるための専門職大学院は 36 しかない。従

って、非常に競争率が高い（参考：オックスフ

ォード大学で約 200 名受験するが合格者は 17

名）。また、受験条件が厳しく、一次の書類選考

に受かっても最終選考の面接まで到達できるま

で厳しい審査がある。一次審査の書類選考は英

語力、学部の優秀な成績、英国で就労可能かな

どが審査される。二次審査は、筆記試験、三次

審査は 2 人以上の審査者が①推薦状、②経験

（assistant psychologist か research assistantの経験。

クリニカルサイコロジストのもと NHS で経験

を積んでいる）、③研究、④書籍や論文、⑤追加

のスキル、⑥文章の表現力、⑦受験者の強みな

どを評価し選定する。最終のインタビュー審査

では、各大学院によって違いはあるが、概ね、

架空の事例にどう対応するかを口頭で答えこと

に加えて、一般的な臨床心理学に関する質問、



研究に関する質問などがされる。インタビュー

時間は 1 時間半などの時間が確保されている。

上記からわかるように、クリニカルサイコロジ

ストを目指す時点で、すでに研究や臨床実践を

している必要がある。 

 カナダ、米国においても、学部時代の成績、

臨床・研究の経験は同様に重視される。そのた

め、大学院の受験を目指す学生は、学部時代か

ら、心理学プログラムに関する様々な経験を積

むことが推奨されている。例えば、まず臨床経

験、特別なプログラムを受ける、他の領域（例：

神経科学）との連携ができるかどうかを考え、

できる限りそれらの経験を積むようにする。ま

た、成績（Graduate Point Average：GPA）を上げ

るように努力する。大学院の受験では、GPA と

学部時代の活動内容の両方が重視される。学部

生のための APA リソースを確認するとよい。 

(http://apa.org/about/students.aspx) 

 さらに、学部生のための研究の機会（例：研

究補助）を探す。APA には、学部生向けの研究

インターンシッププログラムを行っている機関

のリストがある。 

（http://www.apa.org/education/undergrad/research-

opps.aspx） 

 一部の選抜された学生は、サマーフェローシ

ップを受けることができる。心理学関連領域で

の研究を行う選抜プログラムである。これらの

機会を得ることは、大学院プログラムの受験を

有 利 に す る 。 最 後 に 、 Graduate Record 

Examinations (GRE)の準備をする。 

カナダ、米国の大学院プログラムへの一般的

な入学要件は以下のとおりである：①心理学領

域で学士号を有していること、②最低限の累積

GPA (grade point average)、③GRE（Graduate 

Record Exam）をパスしていること（語彙、論理

的思考、分析的な表現力などを問う）、④特定の

心理学領域の入学試験に合格していること（特

定の心理学領域の知識を問う）、⑤申請するプロ

グラムに特定の科目を履修していること、⑥公

的申請書、⑦申請料、⑧成績証明書、⑨推薦状

（複数）、⑩申請を後押しするその他の書類。 

このように、欧米では、大学院プログラムへ

の入学を目指して、学部時代から、成績はもち

ろんのこと、目的的に臨床・研究両面の経験を

積むことが求められている。 

現在、日本には、医療領域における心理職と

して、例えば臨床心理士や臨床発達心理士があ

るが、いずれの資格も学部で心理学を学んでい

る必要はない。指定大学院での教育カリキュラ

ム（実習経験含む）を修了し、修士号を取得し

た後、臨床心理士あるいは臨床発達心理士の資

格試験を受けることができる。今後、医療領域

における心理職のサービスの質をさらに高める

ためには、欧米の制度に倣い、学部から修士ま

での一貫した心理学部での教育は必須と考えら

れる。さらに、大学院を目指す学生に対して、

授業内容以外にどのような経験を求めるかにつ

いても丁寧に検討する必要がある。 

注 1）2.1 以上  

英国は、学期ごとの成績が出るのではなくて、卒業

時に一回しか成績が出ない。1（ファースト）が最も

優秀で学部で数名しか取れない。次に 2.1（アッパー

セカンド）で、上位 1 割ほど。平均が 2.2（ローワー

セカンド）で、3（サード）、fail（フェイル）と続く。 

注 2）A レベル 

General Certificate of Education, Advanced Level の略。

英国の学部には一般教養がないため、英国の大学入

試として認められる統一試験。大学進学を希望する

高校生は、2 年間 3～5 教科の A レベルの専門科目を

集中的に勉強する。 

 

３-２）教育歴と大学院プログラム 

 英国、カナダ、米国では、クリニカルサイコ

ロジストになるためには、いずれも臨床心理学

の大学院プログラムを修了し、博士号の取得が

求められる。しかしながら、大学院の教育年数

は国によって異なり、英国では、有給の臨床実

践経験を含めた 3 年間の専門職大学院のプログ

ラムを修了する必要がある。カナダ、米国では、

修士課程および博士課程のプログラムを修了す



る必要があり、その後約 1 年間の有給の臨床実

践経験を含め、最短でも計 5 年間を要する。英

国では、大学院の教育年数は相対的に短いが、

大学院に入学した段階で、すでに有給で臨床実

践を実施できる知識、経験、技量を備えている。

したがって、大学院での教育年数を検討する際

には、大学院と学部における教育カリキュラム

内容のバランスを考慮する必要がある。 

 英国において、専門職大学院の教育カリキュ

ラムは、授業、実習、研究の三本柱である。中

でも実習は、週 3 日ほど占める。大学院課程を

終えた際に身につける 9 つの能力が規定されて

いる。それは、①多様な障害に対応する能力を

身に着けておく、②心理検査、③ケース・フォ

ーミュレーション、④心理的介入、⑤評価、⑥

研究、⑦個人、専門家としてのスキルと価値観、

⑧コミュニケーションと教えること、⑨組織や

システムへの影響とリーダーシップ、である。

授業は、週 1~2 日程度で、内容は上記の 9 つの

能力に沿って、実習先で出会う多様な精神障害

や年代とその治療に関する理論、心理検査、研

究法、倫理、多職種協働、スーパーヴァイズの

仕方、文化や性別差、法律、マネジメントなど

多岐にわたる。研究論文は、将来的に書籍とな

るような高度な内容が期待される。 

カナダ（オンタリオ州）では、大学院では、

下記の指定授業（1 セメスター13 回授業）の中

から３つ以上を修了させること、および、下記

の指定授業の中から少なくとも 4 つの授業にお

いて、6 単位以上得ることが求められる：① 行

動に関する生理学的知識（生理心理学、比較心

理学、神経心理学、感覚や知覚論、精神薬理学

など）、②行動に関する認知/心理学的知識（学

習、認知、動機付け、感情）、③行動に関する社

会学知識 (社会心理学、心理学、集団形成、コ

ミュニティ心理学、環境心理学、組織論)、④個々

人の差異に関する知識（パーソナリティ理論、

発達心理学、異常心理学）、⑤心理学の専門職と

しての倫理と基準、⑥ 研究デザインと方法論 

(研究デザイン、実験手続、実験室手法)、⑦統計

手法 (統計, 多変量解析)、⑧心理アセスメント 

(評価、テスト構築、妥当性の知識)、⑨専門的な

実習：アセスメント（アセスメント技法の実習）、

⑩専門的な実習：介入技法 (心理療法、カウン

セリング、行動変容理論の実践)。特に近年カウ

ンセリング心理学でも、Basic Interview Skill のコ

ースは、共感的な傾聴の仕方だけでなく、基本

的に認知行動療法の聞き方（例：ソクラテス式、

下向き矢印法など）、そして Basic Assessment 

Skill のコースでもケース・フォーミュレーショ

ンの組み方がベースとなってきている。修士課

程で認知行動療法の視点を身につけた上で、+

αとして博士課程でより専門的な技法（弁証法

的行動療法、動機付け面接、子どもに対する治

療技法など）を習得することがカリキュラムに

組まれている。 

米国（アリゾナ州）では、アリゾナ州資格認

定協会が認めた臨床心理学の分野で博士号を取

得しなければならない。APA が指定した博士課

程のプログラムは、要件を満たすと考えられる。

資格認定協会が発行した基準を満たせば、他の

プログラムも認められる。大学院のプログラム

に含まれる内容は以下のとおりである：①プロ

フェッショナルと科学の基準および倫理、②研

究方法と統計、③行動の生物学的バイアス、③

行動の社会的バイアス、④行動の認知情動的バ

イアス、⑤個人差、⑥介入技法、⑦倫理。介入

技法に関しては、認知行動療法と精神力動学的

精神療法の 2 つのアプローチについて、必須で

習得することが求められる。 

 

３-３）実習／インターンシップ経験 

臨床実践経験を確保するためのシステムに関

しては、英国とカナダ・米国では大きく異なる。 

英国の場合、3 年間の博士課程の中で、有給

で NHS の臨床機関（地域のセンターや病院等）

において実習する。3 年間の中で 300 日以上と

いう規定があり（BPS が規定している）、多くの

プログラムでは、週 3 日ほど実習に費やされる。

1 回の実習期間は 5 ヶ月で 3 年間の間で 6 回行



う。実習先は、NHS 内、あるいは関連施設で行

い、詳細なポートフォリオを作成する。ポート

フォリオは 4 種類作る。一つは、臨床経験に関

するものである。これは、全てのケースを記録

する。内容は、日にち、性別、年齢、簡潔に見

立て、検査に関する要約、介入に関する要約、

回数と時間、コンサルテーションの時間数など

である。二つ目は、心理療法の能力に関するも

のである。認知行動療法は必須であるが、その

他のアプローチも実践し記録する。例えば、認

知行動療法の場合は、認知行動療法の説明、認

知の偏り、協働作業によって導き出された仮説、

治療計画など認知行動療法の必須の要素がチェ

ックポイントとして含まれている。三つ目が、

心理検査の能力に関する記録である。これも全

てのケースにおいて要約し、記録する。4 つ目

が実習の累積記録である。クライエントの特徴、

実習場所、アプローチの種類、心理検査に関す

ることなど経験を重ねるごとに該当する項目を

塗りつぶし、一目瞭然で何を経験したか分かる

ようになっている。 

カナダ（オンタリオ州）および米国（アリゾ

ナ州）では、臨床実践経験は計 3000 時間が必要

とされ、そのうち 1500 時間以上は、博士課程プ

ログラム終了後に有給の臨床実践（インターン

シップ）を行う必要がある。なお、臨床実践経

験に関する規定は、州によって異なり、カナダ

のブリティシュコロンビア州では、計 2000 時間

（有給のインターンシップ 1500 時間以上）、米

国ニューヨーク州では計 3500 時間（有給のイン

ターンシップ 1750 時間以上）などと幅があるが、

3000 時間が一般的である。また、有給のインタ

ーンシップ時間の内訳も細かく規定されている。

例えば、実際の心理サービスに従事する時間は、

カナダ（オンタリオ州）では全体の 30％以上、

米国（アリゾナ州）では、インターンシップ 1500

時間のうち、少なくとも 600 時間と規定されて

いる。インターンシップ時間数に関しては、記

録の提出が求められ、厳密に管理される。記録

には、介入経験、心理学的アセスメント経験、

スーパビジョンを受けること、補足的な活動、

実習／インターンシップ経験に関する付加的な

情報を記入する。インターンシッププログラム

は、APA 公認、あるいは心理学協会やポスドク

インターンシップセンターのメンバーとなって

いる施設で行われることが推奨され、少なくと

も 2 人のサイコロジストがいる施設でトレーニ

ングを受ける必要がある。トレーニングは、十

分に深く広く学ぶことができるやり方で計画さ

れる。 

 

３-４）スーパーヴァイジー経験 

英国の場合、実習先と大学内と最低一人ずつ

のスーパーヴァイザーがいる。実習先のスーパ

ーヴァイザーはクリニカルサイコロジストでは

ない BPS が定める他の 6 分野の専門家の可能性

や、心理学ではない専門家である可能性もある。

また、スーパーヴァイズの形態は、1 対 1、1 対

2、グループなどがあるが、十分な 1 対 1 の SV

が行われる。予定されている公式な SV は、必

ず週に 1 回 1 時間以上行われ、週に合計 3 時間

以上はスーパーヴァイザーと話をする時間をと

る。SV は、口頭のみならず、実習に関してはス

ーパーヴァイザーが記述して渡し、実習生はそ

れにコメントを書く。実習生は、スーパーヴァ

イザーの実践を観察する機会もある。 

カナダ・米国では、少なくとも 2 名のサイコ

ロジストが在籍し、インターンシッププログラ

ムの認定を受けている施設において、定期的に

スーパーヴァイズを受ける。カナダ（オンタリ

オ州）では、毎週 2 時間、全体で 300 時間と規

定されている。米国（アリゾナ州）では、20 時

間につき 1 時間の個別スーパーヴァイズに加え、

毎週 2 時間の研修時間を確保すること（集団で

もよい）と、細かく規定されており、インター

ンシップ期間の 1 年間だけではなく、2 年間受

ける必要がある。スーパーヴァイズを受けた時

間数は記録される。 

米国では、スーパーヴァイザーになるために

は、博士号を有しており、サイコロジストの資



格を取得してから 3 年経過していることが求め

られる。大学院プログラムで授業を取り、理論

を学ぶことができるが、必修科目ではない。イ

ンターンシップ期間中には、基本的に必ずスー

パーヴァイズするという経験も積む。 

 

３-５）資格試験 

英国は、指定大学院のプログラムを修了した

時点で専門職サイコロジスト (practitioner 

psychologist)としての資格を得られるとの考え

方なので、資格取得のための試験はない。 

一方、カナダおよび米国には試験制度がある。

カナダ、米国いずれも、試験には、筆記試験と

口述試験がある。筆記試験は、国の試験（EPPP）

とメンタルヘルスの専門職の倫理と法律に関す

る問題（Written Jurisprudence Examination）を扱

う州の試験の 2 種類があり、前者はいずれの州

でも必須であるが、後者は州によって必要な場

合と不必要な場合がある。合格基準もまた、州

によって異なる。カナダ（オンタリオ州）では、

両方の試験に合格する必要があり、EPPP が

500/800 点以上（粗点で 140/200 点以上）、メン

タルヘルスの専門職の倫理と法律に関する問題

（Written Jurisprudence Examination）40/50 点以上

が必要である。一方、米国（アリゾナ州）では、

州の試験はなく、EPPP が 500/800 点以上が求め

られる。 

 

３-６）資格更新 

英国は、専門職大学院を修了したのちに

HCPC に登録し、2 年ごとに再登録をする。その

際、提出資料には、クリニカルサイコロジスト

としての能力の維持に関することと、健康に関

することの確認がある。一方、カナダおよび米

国には資格更新制度があり、カナダ（オンタリ

オ州）では毎年、米国（アリゾナ州）では 2 年

毎の更新が求められる。 

カナダでは、資格更新のためには、A−D まで

の 4 つの全領域（計最低 40 時間）について収め

る必要がある。 

A：公式研修プログラムへの参加（最低 12 時間）。 

目的：新たな技法の習得、例：学会参加、トレ

ーニング機関による学術会議、コース、ワーク

ショップなど、提出書類：参加証など。 

B：自己学習（最低 11 時間）。目的：専門職とし

ての規則、専門的な理論を維持する。例：倫理

規定、メンタルヘルスに関する法律、学会誌や

専門書を通読し、技術研鑽を積む。提出書類：

読んだ雑誌や書物の要約。 

C：構造的な相互学習（最低 12 時間）。目的：指

定校でまとめられた学習会やピアレビューなど

で、フィードバックを活用し、新しい知見を獲

得し、実践に活かす。例：定期的なピアレビュ

ー、ピアコンサルテーション、事例検討会（ス

タッフミーティングは含めない）。提出書類：開

催した内容、参加者名、学んだ内容などの記載。 

D：倫理（最低 5 時間）。目的：領域 A-C の中か

ら、専門職として倫理規定を遵守するために学

んだ事を明確にする。例： The code of Conduct

や倫理的な問題解決の振り返り。提出書類：領

域 D 倫理に関係する内容に関して学んだ内容を、

トピック、参加者名などを記載。 

 米国（アリゾナ州）では、カテゴリーI（後述）

から 40 時間、カテゴリーII（後述）から 20 時間、

計 60 時間の研修が求められる。そのうち、カテ

ゴリーI では、倫理に関して 4 時間、児童虐待お

よび家庭内暴力に関して 4 時間の研修を受ける

必要がある。カテゴリーI には①大学が認定する

コース、セミナー、ワークショップ、修了証明

書を伴う家庭学習、②認定協会主催の研修会へ

の参加。更新のために認められる参加合計時間

は 10 時間まで。③コンプライアントコンサルタ

ントを務めること。認定協会のコンプライアン

トをレビューし、報告書を書くと、所要時間に

応じて研修時間に換算される。最大 20 時間まで。 

カテゴリーII：①サイコロジスト、専門家として

研鑽を積むための自己学習あるいはグループ学

習、②出版物（心理学関係の書籍、ピアレビュ

ージャーナルなど）、③州、国、海外の心理学関

係の学会や集会への参加、④ケースカンファレ



ンスへの出席、⑤サイコロジスト、専門家とし

て研鑽を積むために研修会、ワークショップ等

への参加。上記の研修を証明するために、参加

証明書、参加証、公的印刷物、自己学習につい

ては課題、日時、所要時間等の記録等の提出が

求められる。 

このように、サイコロジストの資格取得後も

実践の質を高めるため、引き続き研修、研鑽が

求められている。カナダ、米国で更新に必要と

される継続研修には、公式の研修プログラムへ

の参加、自己学習、相互学習、倫理についての

研修などが含まれ、共通している。 

 

３-７）海外の大学院で教育を受けた場合の措置 

英国では、クリニカルサイコロジストの専門

職大学院のカリキュラムの中で有給の実習があ

り、英国に住民権があることが大学院受験のた

めの条件となるため、外国人を受け入れていな

い。 

カナダでは、カナダまたは米国以外で教育を

受けた場合は、州が求める要件を満たしている

かどうか証明する必要がある。その際に、出身

大学からの直接の修了証及び成績証明書等の英

語版（あるいは公的な翻訳家による英語版）を

提出し、Comparative Education Service (CES) また

は World Education Services (WES) の第三者機関

による大学間評定を受ける。その結果を基に審

査基準が個別に審査される。 

米国（アリゾナ州）では、外国で教育を受け

た場合は、クリニカルサイコロジストとして公

認されるためには、以下の要件を満たす必要が

ある：教育プログラムの内容の詳細を示す追加

書類を提出する必要がある。資格認定協会に博

士課程修了証明書の原本を見せ、またコピーも

提出する。成績証明書も提出する。資格認定協

会に、博士論文が“心理学”のものであることを

証明する必要があり、資格認定協会はその博士

論文を直接見せるよう求める場合もある。すべ

ての書類は英語に翻訳される必要がある。 

 

Ｄ．考察 

 本稿では、英国、カナダ、米国の医療分野に

おける心理職の教育研修システムを概観した。

これらを比較しながら、日本の医療分野におけ

る心理職のサービスの質を高めるための教育研

修システムについて考察する。 

まず、英国では、クリニカルサイコロジスト

を養成するための専門職大学院が設置されてい

る。専門職大学院は、分野別（臨床、カウンセ

リング、教育、法、健康、職業、スポーツ）に

7 つのプログラムが用意され、クリニカルサイ

コロジストを目指す場合は、臨床心理学（クリ

ニカルサイコロジー）のプログラムを専攻する

必要がある。つまり、大学院入学時点ですでに

専門分野に分かれることになる。そのため、大

学院のプログラムだけで完結しており、それを

修了することにより、クリニカルサイコロジス

トとして認定される。一方、カナダ、米国では

専門職大学院ではないため、大学院を修了した

だけではクリニカルサイコロジストと名乗るこ

とはできない。その後、臨床心理学分野におけ

るインターンシップを規定時間修了し、資格試

験に合格して初めてクリニカルサイコロジスト

としての免許を取得する。このように、英国の

ように大学院の入学時点で厳しい選抜試験をす

るか、カナダ、米国のように大学院修了後に資

格試験を実施するか、国によってシステムは異

なるが、学部から一貫して心理学を学ぶこと、

博士号を取得する必要があること、スーパーヴ

ァイズ下の濃密な臨床実践経験を積む必要があ

ることは共通している。 

これらクリニカルサイコロジストが、カウン

セラーと異なる点は、受ける教育のバックグラ

ウンドや求められる教育歴であり、また業務内

容では、クリニカルサイコロジストは診断アセ

スメントが実施でき、認知行動療法をはじめと

して、多様なアプローチ方法に精通している点

である。また、カウンセラーが研究よりも実践

が重視されている一方、クリニカルサイコロジ

ストは、研究と実践を行う両方の能力が求めら



れる。このことは、臨床心理学における実践性

と科学性の統合に関して米国心理学会（APA）

では、1949 年に臨床心理学の大学院教育プログ

ラムのモデルとして科学者－実践者モデル

（scientist-practitioner model）を採用することを

宣言していることからも明らかである。 

欧米のクリニカルサイコロジストの科学者－

実践者モデルおよび教育研修システムを参考に

して、日本における医療分野における心理職の

教育研修システムについて考察する。英国、カ

ナダ、米国では、教育歴に関しては、学部から

大学院まで一貫して心理学を修めていることに

加え、博士号の取得が必須である。日本の臨床

心理士を例にあげると、その教育歴は、指定校

において修士課程のプログラムを修了し、修士

号を取得していることが求められるが、学部は

心理学および関連分野を修めている必要はない。

つまり、修士課程のみで基本的な研究および実

践力を培う必要があるが、わずか 2 年間という

短い期間では，いずれも欧米のレベルには遠く

及ばないことは明白である。したがって、学部

から一貫して心理学を学ぶような教育プログラ

ムが強く求められる。また、欧米では，スーパ

ーヴァイズ下での濃密な臨床実践経験を積むこ

ともサイコロジストの質の向上に資していると

考えられる。さらに驚くべきことに、欧米では

認知行動療法をはじめとして、複数の心理療法

を使いこなすことが求められる。これにより、

特定の心理療法に偏重することなく、クライエ

ントの状態に即したアプローチ方法を選択でき

ることにつながっていると考えられる。日本の

医療領域における心理職のサービスの質を向上

させるためには、この臨床実践経験は特に重要

な教育研修プログラムの 1 つとなり、理想的に

は複数の心理療法を使いこなせるようになるこ

とが望ましい。一方で、日本では心理職がフル

タイムで勤務する施設数が少ないという現状を

鑑み、クリニカルサイコロジストと目指す者の

臨床実践経験の必要時間数（あるいは年数）、そ

の施設認定（およびその要件）等をどう計画し

ていくのか、慎重な検討が必要である。また、

これまで以上にスーパーヴァイズを受ける機会

を十分に確保するのかが重要となってくるであ

ろう。欧米では、大学院プログラムの中でスー

パーヴァイザーとなる授業を履修したり、臨床

実践経験中にスーパーヴァイズを行うための研

修を受けたりする。このように、スーパーヴァ

イザーとなる現職者であるクリニカルサイコロ

ジストの教育研修、および、認定制度について

も丁寧に検討していく必要がある。 

クリニカルサイコロジストとして認定された

後は、継続的な研修が求められる。欧米では、

資格更新が毎年あるいは隔年で行われ、更新の

ための条件も細かく設定されている。アセスメ

ントや介入技法について学びを深めることは当

然であるが、特筆するべきは、倫理規定を遵守

するための研修を義務付けている点であろう。

例えば、日本の臨床心理士のように 5 年毎の更

新では、その間の研鑽が不十分と判断せざるを

得ないだろう。 

欧米の臨床心理学や臨床心理士は安定した地

位を確立しているが、これまで述べてきたよう

に、その背景には，綿密で高度な教育プログラ

ムおよび継続研修があり，日本のそれとは比べ

るべくもない。日本の臨床心理士の英名は

Certified Clinical Psychologist であるにも関わら

ず、欧米のような科学者－実践者としてのクリ

ニカルサイコロジストになりえているだろうか。

日本の医療分野における心理職のサービスの質

を高めるためには、学部や大学院の教育研修プ

ログラムを見直し、充実させるだけでは不十分

と言えよう。クリニカルサイコロジストを目指

す者が質の高い臨床実践経験を積むためのプロ

グラム内容を再検討する必要があり、それを提

供するだけの現職者のスキルアップが求められ

る。現職者は、現在の臨床実践の有効性に関す

るエビデンスを不断に検証し、スーパーヴァイ

ズを適切かつ的確に行うためのトレーニングを

積む必要がある。つまり，心理職を目指す者だ

けではなく、現職者においてもドラスティック



な意識の転換およびレベルアップが迫られてい

る。その第一歩は、本稿で述べてきたような欧

米のクリニカルサイコロジストの教育研修シス

テムを知ることにあり、自身の研修歴と日々の

臨床実践の質を問い直すことであろう。 

 

Ｅ．健康危険情報 なし 
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表 1 英国、カナダ、米国の心理職になるための要件 

 内容 要件 

イギリス カナダ（オンタリオ州） 米国（アリゾナ州） 

サイコロジスト 学位 博士号 D Clin Psy 博士号 Ph.D., Psy.D. 博士号 Ph.D., Psy.D. 

授業時間数 専門職大学院 3 年相当（週 1~2 日） 大学院 3 年相当 大学院 3 年相当 

実習時間 
300 日以上 

1500 時間 1500 時間 

インターンシップ時間数 約 1 年間（1500 時間以上） 約 1 年間（1500 時間以上） 

ス−パ−ヴァイズ時間数 週 1 時間以上（非公式週 3 時間以上） 最低 300 時間 2 年間（1 時間／20 時間毎） 

資格試験 無注） 有（筆記※＋口述） 

※EPPP500／800 点以上 

メンタルヘルスに関する倫理と法律

40／50 点以上 

有（筆記※＋口述） 

※EPPP500／800 点以上 

資格更新 有（2 年毎） 有（毎年） 有（2 年毎） 

準サイコロジスト 学位 修 士 号 （ Psychological Wellbeing 

Practitioner） 

修士号 

米国では、準サイコロジストの制

度の有無が州によって異なり、ア

リゾナ州は当該制度がない 

授業時間数 25 日/45 日間 2 年間相当 

インターンシップ時間数 20 日/45 日間 約 1 年間（1500 時間） 

ス−パ−ヴァイズ時間数 具体的な時間数はないが SV を受ける 最低 300 時間 

資格試験 ― 筆記＋口述※ 

※EPPP500／800 点以上 

資格更新 有 有（毎年） 

カウンセラー 学位 修士号 修士号 修士号 

インターンシップ時間数 3 年以上の実践経験 2 年間 2 年間 

ス−パ−ヴァイズ時間数 3~6 年間で 450 時間以上 不明 不明 

資格試験 無 無 有 

資格更新 無 有（詳細は不明） 有（4 年毎） 

  注）英国では資格試験はないが、専門職大学院のプログラムへの入学試験（書類、筆記、口述）に条件がある。英国で働ける、英語力 IELTS7.0~8.0 以上、高校・心理学部での優

秀な成績、推薦状、実習経験、研究、業績など



 


